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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
ＭＳＷニュースは毎月 1 日 

沖縄県医療ソーシャルワーカー協会ホームページに更新掲

載されています 

http://www.msw-oaswhs.jp/ 

 

MSW ニュース SNS 配信開始のお知らせがあります！ 

各会員必ず確認してください。 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ｃｏｎｔｅｎｔｓ☆ 

MSWニュースの SNS 配信についてのご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2 

部会からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P3 

10月理事運営会議録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P3～6 

＜休載＞ 

研修参加報告、在宅医療・介護連携報告、自主勉強会報告 

http://www.msw-oaswhs.jp/
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ＭＳＷニュースの SNS 配信についてのご案内 

 

 

今年度末をもって、郵送でのＭＳＷニュース配布を終了し、ホームページ掲載のみとなります。 

毎月初めに公式 LINE でご案内していますので、友だち登録をお願いします。 

 

Ｒ２年度総会資料と一緒に、会員の皆さんへＱＲコードを郵送済みです。

沖縄県ＭＳＷ協会員の皆様は、下記の流れに従って登録して頂くようご案

内いたします。 
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部会からのお知らせ 

 

------------------------------------------------------------------ 

 

■2020 年度 沖縄県入退院支援連携デザイン事業「在宅医療・介護連携に係る多職種研修」 

対象 在宅医療・介護連携に関わる専門職・市町村職員、学生等 

日時 １１月２８日（土）１３：３０～１５：００ 

会場 ＺＯＯＭウェビナーを利用したオンライン研修 

参加費 無料 

申し込み方法等 ※ 詳細はホームページ掲載「開催要項」を参照 

 

 

      その他のお知らせ 

BLOG「医療ソーシャルワークサプリ from 九州医療ソーシャルワーカー協議会」更新中！ 

 

おすすめ書籍、実践事例、ワーカー業務でふと感じる戸惑いなど、 

いろんな記事が載っています。 

 

 

発行 2020 年 10 月 28 日 

 研修部 大久保 
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10 月理事会報 

 

------------------------------------------------------------------ 

２０２０年度 沖縄県医療ソーシャルワーカー協会理事会 

2020 年 10 月 19 日（月）19：00～21：00 

場所：沖縄県総合福祉センター   

------------------------------------------------------------------ 

 

【出席者】 新垣会長、當銘副会長(司会)、安慶名副会長、秦副会長、樋口、長、伊禮（連絡）、 

大久保、井上、宮城、香村（書記）、 

【欠席者】 石郷岡、小橋川、高江洲、奥平、山城 

 

＜各部報告・協議事項＞ 

〔研修部〕大久保 

□ 協会で ZOOM 有料契約するにあたって  

・zoom 専用の新しいアドレスを作成。今年度は月額契約（2,200）とする。 

・次年度以降に法人クレジットカード作成を検討。（今回は大久保が立替） 

・オプション：「ウェビナー」・アドレス管理は田福（相談）。 

 

□ 令和２年度沖縄県入退院支援連携デザイン事業多職種研修について 

・多職種研修 11/28（土）13：30-15：00 

（仮題）「COVID-19 感染拡大＜緊急事態宣言＞下の入退院支援連携について」 

     副題案「第三波に備え事例から学ぶ」を予定 

     参加者は 100 名を上限に学生も可とする 

 ・専門研修（2021/2/24（水）18：30-20：30） 

   「ヴァルネラビリティへの支援 ～ソーシャルワークを問い直す～」 

＊10/7（水）打ち合わせ内容については当日配布資料を参照 

 

〔広報部〕長 

□ MSW ニュース 11 月号担当：鶴渕（沖縄協同病院） 

・９１名のＬＩＮＥ登録者あり（目標１００名到達でニュースペーパー終了予定） 

会員への登録案内を継続していく（会員数１４０名程度）１００名の登録がない場合でも年内

でペーパー終了を予定。 
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□ 協会 HP アクセス数報告 別紙参照 

スマホからのアクセスが６割を占めている（全体検索件数は減っている部分は課題） 

□ 協会公式 LINE 登録者数報告 91 名 

 

〔社会活動部〕秦、宮城 

□ ソーシャルワーク学会 2021/2/20（土） 会場 Ｐ‘s ＳＱＵＡＲＥ 

分科会 10：00-12：00 15 分発表 5 分質疑 5 分休憩  

基調講演 13：00-16：00 オンライン配信を予定（演者は会場にて発表） 

分科会各団体１名 参加・演題申し込み 申し込み 10/19 より開始 

案内は準備でき次第行う。会員へはＬＩＮＥでの案内も予定。 

演題 11/16 締切  抄録 12/26 締切 

 

〔事務局〕伊禮 

□ 入退会報告 

入会届：0 人 所属先変更：0 人 退会届：1 人 

 

□ 多職種コンソーシアム実践研修会事前会議 

（日時）11/22（日）10：30-16：30 ※助言者打ち合わせ 9：40-10：15 

   （場所）総合福祉センターゆいホール 

   （事例）心疾患（発表者）介護支援専門員協会 

   （方法）①運営者＋模擬ケア会議参加専門職（１団体６名）→会場 

        ②参加者→ユーチューブ、zoom 使用で視聴（２００名予定） 

      ※県外（新潟・大分）行政も視聴予定。 

・当日参加者 

主発言者（１名）：伊禮  副発言者（５名）：秦・長・井上・當銘・小橋川 

 

□ 事務局携帯電話の取り扱いについて 

・保持する担当は事務局とし、受付時間（10：00-16：00）を HP に掲載とし、留守電機能を付

けて対応へ。 

□ 理事会議事録の取り扱い 

・定款 39 条の 2 にて、 

「議事録には、議長及び出席した監事が、書名・押印しなければならない」と記載されてい 

るが、毎回監事にも記入依頼するべきか。次年度は定款の変更を検討。 

①データ保管議事録用ＵＳＢ（書記記入→新垣会長チェック→理事回覧→ＯＫなら②へ） 

②田福さん書面ファイリング 

③広報部にてＨＰデータバックアップ 

 



 6 

 

 

 

□ 沖縄県社会福祉士会より執筆依頼（県受託事業） 

・「THE 社会福祉士」～福祉のお仕事をわかりやすく伝えます！～ 社会福祉士を紹介する

冊子を作成予定。（例年は講演形式だが、今年度は中止）3,000‐3,500 字 

⇒執筆者：新垣 

 

□ 日本スピリチュアケア学会の案内報告を受けました。 

 

□ HP 内容更新について意見交換を行いました。 

・東日本大震災支援バナーについて、「災害支援」というバナー名に変更し、今後入れ込むこ

とができるようにする（広報部対応可能） 

・「人材育成に協働している内容」を追加について 

例：社会福祉士・精神保健福祉士の相談援助実習指導で実習生を受け入れている医療機と、

その受け入れ部署を表内に記載できるように様式を変更する。 

・会員名簿、協会の歴史について新しいものへ更新する（広報部にて） 

 

 

＜その他 報告協議事項＞ 

□ 沖縄県ソーシャルワーカー協議会 10 月定例会議報告を受けました。 

 

□ 沖縄県医師会：令和 2年度心不全に係る地域連係体制構築事業検討委員会委員の推薦につ

いて報告を受けました。 

推薦者：當銘（副会長） 

 

□ 委託事業について：新垣、樋口 

・「沖縄県における入退院支援連携に関する基本的な心得」について報告を受けました。 

⇒１０月中に印刷し、関係機関に送付予定。１１月～各圏域の在宅医療・介護連携推進協議

会等で、普及・啓発・運用等について説明予定。当初の申請額より現在の予定では差額が

出るためその活用の仕方（増刷やクリアファイル作成など） 

 

・委託事業の今後の活動方針について意見交換を行いました。 

⇒他団体との共同や当教会の周知に関して効果があった。一方で研修部の負担や研修内

容が重なるなど課題がある。また、協会活動費の収入元である為、継続性や展望について

理事会で協議していく。 
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□ ハンセン病問題について：樋口 

⇒ハンセン病問題ネットワーク沖縄事務局会議（１０/８）：回復者の会と一緒に県へ要請文を

作成中、①協議会の設置（メンバーに SW 専門職団体を入れる等）、②県が発行する啓発パ

ンフレットの回収及び修正版の配布、③教育機関、中学や高校の教員研修等にハンセン病

問題の学習を研修に組み込む 

 

□ 慢性期医療協会のコロナに関する報告を受けました。 安慶名 

・院内クラスター発生時の「診療報酬」「体制」「補償」や重症化した際の指定病院への搬送

方法などの支援がない。 

 

□ コロナ禍における退院支援（出口問題）について意見交換を行いました。 

・空床状況の共有や活用の手段 

・人材への投資やノウハウを整理してフロー作成・活用 

・後方病院の支援、それらの得意分野をまとめ情報一覧として準備する 

 

※次回理事会 2020 年 11 月 16 日（月）19：00～  沖縄県総合福祉センター      

          司会：樋口  書記：井上  連絡：石郷岡                   

 

議事録署名人   新垣 哲治   

 

 

☆編集後記☆彡 

――凶悪な鬼を目の前にして恐怖を感じ、骨も折れ全身ボロボロになりながらも、主人公の炭治

郎が刀をかまえ放つ言葉―― 

「頑張れ 炭治郎頑張れ!! 俺は今までよくやってきた!! 俺はできる奴だ!! そして今日も!! これか

らも!! 折れていても!! 俺が 挫けることは絶対に無い!!」 

『吾峠 呼世晴  鬼滅の刃』 第 3 巻より引用 

 

俺も炭治郎のように頑張る！ 
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沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 ホームページ 

http：//www.msw-oaswhs.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 


